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市
民
の
意
見
を
聞
い
て
議
会

に
提
案
し
て
い
く
こ
と
は
い
い

こ
と
だ
と
思
う
。

■
市
の
考
え
方

　

市
が
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
反
映
し
た
施
策
を
立
案
し
、
皆
さ

ま
の
代
表
機
関
で
あ
る
市
議
会
で
ご

審
議
・
議
決
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、

真
に
皆
さ
ま
の
意
思
に
基
づ
く
市
政

運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

市
民
参
画
・
協
働
に
お
い
て
、

市
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

■
市
の
考
え
方

　

市
民
の
皆
さ

ま
の
声
を
市
政

に
反
映
さ
せ
る

方
法
や
、
市
民

の
皆
さ
ま
と
市

が
協
働
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
行

う
方
法
な
ど
を
制
度
と
し
て
整
え
る

こ
と
で
す
。

　

倉
吉
市
を
ど
ん
な
ま
ち
に
し
て
い

く
の
か
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
・
ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
と
に
施

策
を
立
案
し
、
市
議
会
で
ご
審
議
・

議
決
い
た
だ
き
、
倉
吉
市
の
め
ざ
す

べ
き
目
標
を
決
め
て
い
き
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
目
標
に
向
け
た
さ
ま
ざ

ま
な
計
画
を
皆
さ
ま
と
と
も
に
つ
く

り
、
協
働
で
実
施
し
、
そ
の
成
果
を

と
も
に
評
価
し
て
い
く
こ
と
を
制
度

化
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

恒
例
の
「
や
し
ろ
五
輪
ま
つ
り
」
を
７
月

22
日
の
土
曜
日
、
午
後
３
時
か
ら
、
伯
耆
国

分
寺
歴
史
公
園
に
お
い
て
開
催
し
ま
す
。

　

や
し
ろ
五
輪
ま
つ
り
は
、
地
区
内
の
五

輪
さ
ん
を
歴
史
公
園
に
集
め
、
供
養
し
た

こ
と
か
ら
始
ま
り
、
本
年
で
21
回
を
重
ね

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
区
内
の
定
光
寺
、
国
分
寺
、

法
幢
寺
、
鈴
宅
寺
の
四
ケ
寺
と
そ
の
梅
花

講
の
皆
さ
ま
に
よ
る
五
輪
供
養
の
後
、
社

保
育
園
、
社
小
学
校
、
久
米
中
学
校
、
倉

吉
農
高
、
各
種
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
奉
納
演

芸
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
も
ち
ろ
ん
、
ほ
か

に
も
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
お
楽
し
み

抽
選
会
な
ど
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
15
店
の
夜
店
が
祭
り
の
雰
囲
気
を

一
層
盛
り
あ
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

（
社
地
区
振
興
協
議
会
長
）

　

17
回
目
を
迎
え
た
今
年
度
の
「
ぬ
の
こ
ま
つ

り
」
は
、
７
月
29
日
の
土
曜
日
、
午
後
５
時
45

分
か
ら
、
久
米
農
村
広
場
で
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
の
ま
つ
り
で
は
、「
中
国
獅
子
舞
・
中

国
大
黄
河
雑
技
団
」
の
華
麗
な
技
が
ス
テ
ー
ジ

い
っ
ぱ
い
に
繰
り
広
げ
ら
れ
、
恒
例
の
打
上

花
火
は
350
発
が
夜
空
を
彩
り
ま
す
。
ま
た
、
全

住
民
が
参
加
で
き
る
お
遊
び
コ
ー
ナ
ー
、
各
自

治
公
民
館
や
団
体
の
出
店
、
空
く
じ
な
し
の
大

抽
選
会
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

　

ぬ
の
こ
ま
つ
り
は
、
北
谷
地
区
振
興
協
議

会
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
地
区
の
夏
の
風
物

詩
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
住
民
の

演
技
な
ど
が
ス
テ
ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
繰
り
広

げ
ら
れ
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る

よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

北
谷
地
区
は
小
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が

顕
著
で
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
じ
げ
づ

く
り
・
じ
げ
の
活
性
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
振
興
協
議
会
で
は
全
住
民
の
参
加
を

願
い
、
企
画
委
員
会
、
実
行
委
員
会
を
設
立
し
、

会
議
を
重
ね
、
「
住
民

の
ま
ち
づ
く
り
・
じ

げ
の
ま
つ
り
」
と
し

て
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
夏
の
一
夜
を

楽
し
く
過
ご
し
、
子

ど
も
に
は
夢
と
思
い

出
を
、
大
人
に
は
日

ご
ろ
の
生
活
か
ら
離

れ
て
、
明
日
へ
の
活

力
の
源
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

当
日
雨
天
の
場
合

は
、
会
場
を
北
谷
小
学
校
体
育
館
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。（

ぬ
の
こ
ま
つ
り
実
行
委
員
会
）

社北
谷

第
17
回
ぬ
の
こ
ま
つ
り

五
輪
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す

昨年の「ぬのこまつり」 昨年の「五輪まつり」

　

市
で
は
、
市
民
参
画
条
例
に
盛
り

込
み
た
い
事
項
を
ま
と
め
た
条
例
要

綱
（
案
）
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
意
見
に
シ
リ
ー
ズ
で
お
答

え
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
そ
の
３
回
目
で
す
。
市

民
参
画
を
お
考
え
い
た
だ
く
き
っ
か

け
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ご
意
見
・
問
合
せ
先

：

市
民
参
画

課
（
あ
２
２―

８
１
５
９
）

意
見
そ
の

6

意
見
そ
の

7

シ
リ
ー
ズ
「
市
民
参
画
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
め
ざ
し
て
」
３

市
民
参
画
条
例
要
綱
（
案
）
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
お
答
え
し
ま
す
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■熱帯 JAZZ 楽団 2006 倉吉公演
と　き：７月15日（土） 18:00～20:30
入場料：全席指定 S 席 5,500円（5,000円）、A 席 4,500
円（4,000円）、学生席 1,000円　（　）内は鳥取県文化
振興財団友の会、10人以上の団体料金
　託児サービス有（無料：要予約）
※問合せ先：倉吉未来中心（あ 23-5391）

■宝くじコンサート　ニューヨーク・シンフォニック・
アンサンブル演奏会
と　き：７月21日（金） 19:00 ～
入場料：全席自由 一般 3,000円、高校生以下 1,500円、
親子ペア 4,000円（当日各 500円増）

※問合せ先：倉吉未来中心（あ 23-5391）

■熱帯 JAZZ 楽団カルロス菅野によるラテンリズム・
ワークショップ
と　き：７月14日（金）19:00～21:00
対　象：中学生以上、定員：100人（要事前申込み / 定
員になり次第締切）
内　容：ラテンリズムの基礎と成り立ち方
参加費：一般 1,500円、大学生 1,000円、中・高校生 500円
※申込・問合せ先：倉吉未来中心（あ 23-5391）

■倉吉ユネスコ 15 周年音楽祭 “郷土出身の音楽家と
ヨーロッパのアンサンブル”
と　き：７月23日（日） 14:00～15:30
入場料：全席自由 一般 3,000円、高校生以下 1,500円（当
日各 500円増）
※問合せ先：倉吉ユネスコ協会事務局（あ 22-6823）

■日韓 Young Music Festival 2006
と　き：７月30日（日） 14:00～17:30
入場料：無料
※問合せ先：日韓ヤングミュージックフェスティバル実行委員

会（鳥取県文化政策課）（あ 0857-26-7133）

■お手玉教室
と　き：７月１・15日（土）13:30～15:00
　　　　＊毎月第１・３土曜日開催
ところ：第１研修室
内　容：お手玉の技を学んだり、お手玉を作ったりし
ます
対　象：だれでも参加できます（当日受付）
参加費：無料
※問合せ先：生涯学習課（あ 47―1182）＊月曜休館

■たのしいレクリエーション
と　き：７月８日（土）10:00～12:00、13:00～15:00
ところ：第１研修室
内　容：七夕まつり

対　象：だれでも参加できます（当日受付）
参加費：無料
※問合せ先：生涯学習課（あ 47―1182）＊月曜休館

■鳥取短期大学公開講座「生涯学び」
【第１回】
と　き：７月７日（金）13:30 ～ 15:00
ところ：視聴覚ホール
テーマ：学びとこころ～学んで脳を若返らせよう !!!
講　師：幼児教育保育学科　畠山　寛　先生
定　員：150人　
【第２回】
と　き：７月23日（日）13:30 ～ 15:00
ところ：第１研修室
テーマ：異文化を学ぶ～国際化のなか外国人と異文化
との交流について～

講　師：国際文化交流学科　銭　剛　先生
定　員：70人　
参加費：無料（開催日・時間などは都合で変更があります）
※申込・問合せ先：鳥取短期大学図書館（あ 26―9121）

■倉吉市生涯学習講座「倉吉の文化と生活様式～私た
ちのふるさとと心ゆたかな生活～」
と　き：７月16日（日） 13:30～15:00
ところ：視聴覚ホール
(第1回)内容：テーマ「倉吉文化再発見～倉吉の品格～」
講　師：倉吉博物館学芸員 根鈴輝雄さん
参加費：一講座 500円（※大学生以下無料）、定員：150
人（定員になり次第締切）

申込・問合せ先：生涯学習課（あ 47-1182）＊月曜休館

■第５回地産地消フェア
と　き：７月８日（土）、９日（日）
　　　　　９:00～17:00（９日は 15:00 まで）
ところ：倉吉未来中心・ふれあい広場
内　容：講演「狂牛病の問いかけたもの」講師：福岡
伸一さん、牛肉の丸焼き、青空市、大抽選会ほか

※問合せ先：JA鳥取中央営農企画課（あ 23－3019）

■フリーマーケット　「くらよし大市」
と　き：７月30日（日）9:00～12:00 ＊毎月最終日曜日開催
ところ：ふれあい広場
※問合せ先：くらよし大市運営委員会（あ 070―6341―4598）

が 7/ 5Ф 折紙教室 10時～12時　が 7/ 9С 戸板市9時
～12時　が 7/ 8Ч～9С 赤瓦骨董市 9時～17時
が 7/11У～18У 山本絵画展 9時～17時  が 7/29Ч 光
の回廊 16時～　が 7/29Ч～ 8/9Ф 打吹まつり二人展　
＊場所はいずれも赤瓦一号館
※問合せ先：㈱赤瓦　（あ23-6666/い23-6667）

赤瓦イベント情報 ７月

倉吉未来中心　大ホール

ふれあい広場 ほか

倉吉未来中心　小ホール

倉吉交流プラザ
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展
覧
会
・
展
示
会

《
倉
吉
博
物
館
》
■
第
66
回
国
際
写
真
サ
ロ
ン
展
15
日
〜
23

日　

■
ち
ょ
こ
っ
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
12
日
〜
８
月
１
日

《
百
花
堂
》
■
坂
田
秀
樹
版
画
展
〜
６
日　

■
渡
辺
法
子
小

品
展

－

油
彩
・
コ
ラ
ー
ジ
ュ

－

10
日
〜
16
日　

■
油
彩
グ

ル
ー
プ
燿
展
17
日
〜
23
日　

■
清
水
良
昭
絵
画
展
25
日
〜

31
日　

■
い
っ
き
ゅ
う
さ
ん
の
写
真
展
８
月
２
日
〜
７
日

《
民
藝
画
廊
》
■
写
友「
赤
い
く
つ
」写
真
展
７
日
〜
13
日

　
　

ス
ポ
ー
ツ

《
市
営
陸
上
競
技
場
》
■
第
32
回
鳥
取
県
中
学
校
総
合
体
育

大
会
兼
国
体
予
選
会
22
・
23
日　

■
第
５
回
長
距
離
記
録
会

23
日　

《
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
倉
吉
》
■
第
８
回
尾
坂
雅
人
旗
争

奪
軟
式
野
球
大
会
２
・
16
・
30
日　

■
天
皇
賜
杯
第
61
回
全

日
本
軟
式
野
球
大
会　

県
大
会
８
日　

■
第
32
回
鳥
取
県

中
学
校
総
合
体
育
大
会
22
・
23
日　

■
第
43
回
鳥
取
県
労
働

者
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
・
軟
式
野
球
中
部
予
選
17
・
29
日

《
市
営
庭
球
場
》
■
県
民
ス
ポ
レ
ク
祭
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
倉
吉

市
予
選
会
２
日　

■
中
部
地
区
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大

会
30
日

《
倉
吉
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
》
■
第
43
回
鳥
取
県
労
働
者
ス
ポ
ー

ツ
祭
典
・
卓
球
中
部
予
選
２
日　

■
県
民
ス
ポ
レ
ク
祭
小
学

生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
倉
吉
市
予
選
会
16
日

《
市
営
体
育
セ
ン
タ
ー
》
■
県
民
ス
ポ
レ
ク
祭
小
学
生
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
倉
吉
市
予
選
会
16
日

《
市
営
武
道
館
》
■
第
13
回
日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
県
予

選
会
２
日　

■
国
民
体
育
大
会
柔
道
県
予
選
大
会
９
日　

■
第
32
回
鳥
取
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会（
柔
道
）
22
・
23

日
《
市
営
関
金
野
球
場
》
■
第
57
回
全
国
官
公
庁
軟
式
野
球
大

会
県
大
会
１
日　

■
第
８
回
尾
坂
雅
人
旗
争
奪
軟
式
野
球

大
会
９
日　

■
第
32
回
鳥
取
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
22
・

23
日

《
市
営
関
金
多
目
的
広
場
》
■
第
32
回
鳥
取
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会（
サ
ッ
カ
ー
）
22
・
23
日

７月の休館日
カレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1
3・10・18・24・31日は休館日
27日は資料整理休館日

■おはなしかい (14 時～) 倉
■むかし話をきく会 (14時～) 倉
■あかちゃんの
　　　おはなしかい(11時～)倉

■おはなしかい
　　　　　(10時30分～)  関

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29

30 31

集まれ小学生 !!
●空き容器で作る
　　　　　カップシアター
【日時】7月29日（土）
　　　　午後 1時 30 分～４時
【会場】関金総合文化センター
　　　　トレーニングルーム

●チャレンジ !1 日図書館員
【日時】8月9日（水）～11日（金）
午前の部：午前10時～正午　午後の部：午後1時～3時
【会場】倉吉市立図書館　【定員】定員 30人（各部 5人）
＊カップシアターと１日図書館員は、いずれも小学生
対象で、7月20日午前 9 時から倉吉・せきがね両館で
受付を開始します。

「戦争と平和コーナー」「自由研究・課題図書コーナー」
【日時】7月20日（木）～ 8月30日（水）
【会場】倉吉市立図書館
＊８月には、「鳥取の農業を知ろう！」パネル展、食育出
前講座＆夏休み子ども相談を予定しています。

こ
れ
ら
は
６
月
16
日
現
在
の
も
の
で
、

一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※問合せ先：倉吉市立図書館　あ 47―1183/い 47―1108
せきがね図書館　あ /い 45―2523
http://www.lib.city.kurayoshi.tottori.jp/

＜財団法人伝統文化活性化国民協会委嘱事業＞

『伝統文化子ども教室』参加者募集
　小中学生を対象に、陶芸をより身近に親しんでい

ただく教室を 10回にわたって開催します。

　土を採るところから始まり、小皿や湯のみを作り、

絵をかいて焼き上げるまでのすべての行程を体験し

ます。夏休み中に作品も仕上がる予定です。ぜひご

参加ください。

会　場：倉吉市不入岡　上神焼窯元

活動時間：午前９時～　（午前中で終了）

対　象：小学３年生～中学３年生

定　員：15人（定員になり次第締切 )

　　　　　　　　＊各回毎の募集は行いません

参加費：無料

申込締切：7月14日（金）

※申込・問合せ先：倉吉博物館（あ 22－4409/い 22－4415）

回 日程 活動内容

１ 7/30 σ 土を採る

２ 8 / 5 ω 湯呑・小皿の形を作る

３ 8/19 ω 絵を付けて窯で焼く

４ 8/27 σ 作品が２点仕上がります

５ 9/10 σ 採った土を焼物用の粘土にする

６ 9/24 σ 野焼き体験

７ 10/15 σ 花瓶を作る

８ 10/22 σ 自由な形の作品をつくる

９ 11/12 σ 絵を付けて窯で焼く

10 11/19 σ 作品完成・まとめ・感想
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６
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い
２
２
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４
４
）

有
料
広
告
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市
役
所
の

終
業
時
刻
が
変
わ
り
ま
す

　

７
月
１
日
か
ら
市
役
所
の
終
業

時
刻
が
午
後
５
時
30
分
と
な
り
ま

し
た
。

　

毎
週
木
曜
日
は
、
今
ま
で
ど
お

り
市
民
課
・
国
民
健
康
保
険
課
・

税
務
課
の
証
明
窓
口
業
務
を
午
後

６
時
30
分
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

職
員
課
（
あ
２
２

－

８
１
６
４
／
い
２
２

－

１
０
８
７
）

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

　【
実
施
期
間
】

　

７
月
12
日（
水
）〜
21
日（
金
）

（
運
動
の
重
点
）

１　

子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

２　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
着
用
の
徹
底

３　

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

　

７
月
12
日
か
ら
県
下
一
斉
に

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
交
通
事
故
の
な
い
安

全
な
倉
吉
市
を
目
指
し
て
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
・
マ

ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
運
転
者
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

夏
休
み
に
入
り
ま
す
。
子
供
の
交

通
事
故
防
止
を
図
る
た
め
、
特
に
、

幼
児
の
視
野
は
狭
い
こ
と
か
ら
、

思
い
や
り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

暑
さ
や
疲
労
か
ら
、
い
ね
む
り

運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
運
転
手
の
皆
さ
ん
、
長

い
時
間
運
転
す
る
時
に
は
、
無
理

な
運
転
は
や
め
、
こ
ま
め
に
休
息

を
と
る
な
ど
、
余
裕
を
も
っ
た
運

転
を
し
ま
し
ょ
う
。

◎
薄
暮
の
時
間
帯（
今
の
時
期
で

す
と
18
時
30
分
ご
ろ
）に
は
、
歩
行

者
及
び
自
転
車
か
ら
の
発
見
遅
れ

を
防
止
す
る
た
め
、
車
両
の
前
照

灯
を
早
め
に
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

◎
車
に
乗
る
と
き
は
、
必
ず
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
正
し
く
取

り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
か
？
ま
ず

正
し
く
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
か

を
点
検
し
、
家
族
み
ん
な
で
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
を
習
慣
づ

け
ま
し
ょ
う
。

◎
自
転
車
利
用
の
皆
さ
ん
、
交
差

点
な
ど
で
は
一
時
停
止
を
確
実
に

行
い
、
安
全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

二
人
乗
り
、
傘
差
し
、
携
帯
電

話
使
用
な
ど
で
の
走
行
は
、
危
険

で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
点
検
と
整
備

を
行
い
、
安
全
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
心
が
け
る
と
と
も
に
、
自
転

車
の
側
面
に
も
反
射
材
用
品
を
取

り
付
け
、
夕
暮
れ
時
か
ら
早
め
に

ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

※
問
合
せ
先

：

総
務
課（
あ
２
２

－

８
１
６
２
／
い
２
２

－

１
０
８
７
）

ひ
と
り
親
家
庭
特
別
医
療

受
給
資
格
証
の
更
新
手
続

き
は
お
済
み
で
す
か
？

　

現
在
使
わ
れ
て
い
る
特
別
医
療

費
受
給
資
格
証
は
有
効
期
限
が
平

成
18
年
６
月
30
日
で
す
。

　

引
き
続
き
特
別
医
療
制
度
を
利

用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
更
新
の
手

続
き
が
必
要
で
す
の
で
、
手
続
き

が
ま
だ
の
人
は
、
至
急
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
都
合
の
悪
い
と
き
は
、
代
理

の
人
が
お
い
で
く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ

：

国
民
健
康
保
険
課

必
要
な
も
の

：

保
険
証
、
印
か
ん
、

特
別
医
療
費
受
給
資
格
証

※
１
月
１
日
以
降
に
倉
吉
市
に
転

入
さ
れ
た
人
は
、「
所
得
・
課
税
証

明
書
」（
前
住
所
地
の
市
町
村
役
場

に
申
請
）
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

い
。
所
得
税
が
非
課
税
の
人
が
対

象
に
な
り
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

国
民
健
康
保
険
課

（
あ
２
２

－

８
１
２
４
／
い
２
２

－

２
９
５
４
）　

事
業
資
金
を
必
要
と
さ
れ

る
中
小
企
業
者
へ

■
中
小
企
業
小
口
融
資
申
込
書
の

提
出
期
限
の
変
更
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
中
小
企
業
者
の
た
め

の
小
口
融
資
審
査
委
員
会
を
毎
月

中
旬
に
行
っ
て
い
ま
す
。
８
月
に

つ
い
て
は
、
こ
の
審
査
委
員
会
を

２
回
行
い
ま
す
の
で
、
申
込
書
の

提
出
期
限
を
変
更
し
ま
す
。

提
出
期
限

：

第
１
回
＝
７
月
20
日

（
木
）、
第
２
回
＝
８
月
７
日（
月
）

■「
倉
吉
市
短
期
融
資
制
度
」
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
中
小
企
業
者
向
け
の
短

期
・
低
利
の
資
金
と
し
て「
倉
吉
市

短
期
融
資
制
度
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
季
節
的
に
短
期
運
転
資
金

が
必
要
な
人
は
、
取
扱
金
融
機
関

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

融
資
対
象
者

：

中
小
企
業
信
用
保

険
法
の
対
象
と
な
る
人
で
、
市
内

く
ら
用
心
へ
の
展
示
品

「
火ひ
ぶ
せ
だ
こ

防
凧
」

＝
東
仲
町

：

凧
工
房　

黒
川

哲
夫
さ
ん

（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

わ
が
家
か
ら

　
　
　

安
全
意
識
を

　
　
　
　
　
　

育
て
ま
す




